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ま
た
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
除
去
を
伴
う
場
合
、
自

主
的
な
道
路
後
退
に
対
す
る
物

件
補
償
や
生
け
垣
を
設
置
す
る

場
合
の
補
助
を
割
り
増
し
す
る

制
度
も
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
補
助
制
度
な
ど
の

拡
大
は
、
32
年
３
月
ま
で
の
時

限
的
な
措
置
と
な
り
ま
す
。

　

質
疑
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
全
市
的
な
点
検
の
必
要
性

や
、
打
音
や
金
属
探
知
機
に
よ

る
詳
細
な
点
検
へ
の
考
え
、
除

去
す
る
際
の
手
続
き
の
簡
素

化
、
市
民
へ
の
効
果
的
な
啓
発

方
法
な
ど
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
一
般
会
計
補
正

予
算
で
は
、
当
初
予
算
で
措
置

で
き
な
か
っ
た
経
費
や
不
足
が

見
込
ま
れ
る
経
費
な
ど
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

採
決
で
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

基
金
条
例
を
制
定

　

平
塚
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

基
金
を
設
置
す
る
た
め
の
条
例

が
提
案
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
を
育
成
し
、
市
民
活

動
団
体
や
事
業
者
な
ど
の
相
互

の
交
流
と
連
携
の
促
進
を
図

り
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
財
源
と
な
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
支
援
員
の

資
格
要
件
を
改
正

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格

要
件
な
ど
を
改
め
る
た
め
、
条

例
の
改
正
が
提
案
さ
れ
、
全
員

異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な

い
人
で
も
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
５
年
以
上
の
実
務
経
験
が

あ
り
、
市
長
が
適
当
と
認
め
た

場
合
に
は
、
放
課
後
児
童
支
援

員
と
な
る
た
め
の
基
礎
資
格
を

有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

30
年
10
月
31
日
か
ら
33
年
３

月
31
日
ま
で
、
サ
カ
タ
の
タ
ネ

グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
・
湘
南
ベ

ル
マ
ー
レ
Ｓ
Ｃ
共
同
事
業
体
が

運
営
・
管
理
を
行
い
ま
す
。

人
事
案
件
に
同
意

　

行
政
委
員
を
任
命
又
は
選
任

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員

異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

●
教
育
委
員
会
委
員

　

目
黒
博
子
氏
（
西
八
幡
二
丁

　

目
）

●
公
平
委
員
会
委
員

　

鈴
木
宏
昌
氏
（
東
京
都
調
布

　

市
）

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委
員

　

芦
川
恭
子
氏
（
四
之
宮
二
丁 

　

目
）

「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
倒
壊
予
防
策

補
助
金
」
は
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
を
除
去
す
る
費
用
を

補
助
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

除
去
費
用
の
２
分
の
１
か
つ
上

限
15
万
円
を
補
助
す
る
現
行
制

度
に
加
え
、
市
民
税
が
非
課
税

世
帯
の
場
合
は
、
除
去
費
用
の

全
額
か
つ
上
限
30
万
円
を
補
助

す
る
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
６
月
の
大
阪
北
部

を
震
源
と
す
る
地
震
で
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ
る

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
安
全
対
策
を
図
る
た

め
、
今
定
例
会
に
補
助
制
度
を

拡
充
す
る
た
め
の
補
正
予
算
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

増
額
補
正
の
提
案
が
あ
っ
た
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平成30年９月 市議会定例会
　

平
塚
市
議
会
は
、
平
成
30
年
８
月
27
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で
、
25
日
間
の
会
期
で
９
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
30
年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
一

部
改
正
、
人
事
案
件
な
ど
23
案
件
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
う
ち
29
年
度
決
算
の
認
定
な
ど
に
関
す
る

４
案
件
を
除
く
19
案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
決
算
の
認
定
な
ど
に
関
す
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
今
定
例
会
後
の

閉
会
中
に
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

危
険
な
塀
の
除
去
へ
補
助
制
度
を
拡
充

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

「
み
ん
な
で
楽
し
く
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
。」

花
菜
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
農
業
や
園
芸
な
ど
を
楽
し
く
学
べ
る

講
座
が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

［戸籍及び住民基本台帳事業］
●新たな窓口受付番号システムを導入するため
　の経費�………………………………… 464万円
［市民活動普及啓発事業］
●平塚市協働のまちづくり基金を創設するため
　の経費�……………………………… 2,343万円
［母子・父子福祉推進事業］
●母子生活支援施設への入所措置費… 245万円
［農業振興対策補助事業］
●収益力強化に向けた施設整備への助成経費�
� ……………………………………… 4,861万円
［児童生徒就学援助事業］
●就学援助を目的とした新入学用品費の支給時
　期変更に関する経費�………………… 609万円

一般会計補正予算の一部を紹介 ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
積
み
塀
な
ど

　
　
倒
壊
予
防
策
補
助
金
の
増
額
を
議
論

適切なブロック塀とは？
　ブロック塀の基準は、建築基準法施行令に定められてい
ます。ここではその概要を紹介します。

①高さが地盤から2.2m以下。
②厚さが15cm以上（高さが2m
　以下の場合は10cm以上。)
③長さ3.4m以下ごとに高さ
　の5分の1以上突出した控
　え壁がある。
④コンクリートの基礎がある。
⑤ひび割れや傾きがない。
⑥塀の中に鉄筋が入っている。

※詳細や石積み塀の基準は、
　市ホームページをご覧くだ
　さい。

①高さ

⑥鉄筋

②厚さ

⑤ひび割れ
　傾き

③控え壁

④基礎

出典：パンフレット「地震からわが家を守ろう」
　　　日本建築防災協会2013.1から一部改


